
























正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 1／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部(数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース)，工学部(電

子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科)，農学部 
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問１ （ア）分散質，（イ）分散媒，（ウ）ゾル，（エ）ゲル 

（オ）キセロゲル，（カ）保護コロイド，（キ）チンダル現象 

（ク）ブラウン運動，（ケ）電気泳動，（コ）凝縮 

 

問２ （い） 

 

問３ （１） 会合コロイド（ミセルコロイド）  （２） にかわ 

 

問４ （１） 陽極  （２） 陰極 

 

問５ （１）（計算過程） 

気体の状態方程式より，水蒸気の圧力を P〔Pa〕とおくと， 

P × 8.3 = (0.60 / 18) × 8.3 × 103 × (60 + 273)    P = 1.11 × 104 Pa 

P < 2.0 × 104 Pa より，容器内の水はすべて水蒸気として存在する。 

（解答） 1.1 × 104 Pa 

（２）（計算過程） 

気体の状態方程式より，気液平衡時の水蒸気の質量を w1〔g〕とおくと， 

(2.0 × 104) × 8.3 = (w1 / 18) × 8.3 × 103 × (60 + 273)    w1 = 1.08 g 

したがって，液体として残っている水は 2.5 – 1.08 = 1.42 g 

（解答） 1.4 g 

（３）（計算過程） 

設問（２）と同様に，8.3 L の密閉容器における 18 °C における気液平衡時

の水蒸気の質量を w2〔g〕とおくと， 

(2.0 × 103) × 8.3 = (w2 / 18) × 8.3 × 103 × (18 + 273)    w2 = 0.123 g 

設問（１）より，w2 < 0.60 g であることから，冷却時に飽和蒸気圧に達し， 

凝縮が起こる。したがって，水蒸気の圧力は蒸気圧と等しい。 

（解答）2.0 × 103 Pa 

 
  



正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 2／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），工学部

（電子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科），農学部 

 2  問１ （ア）遷移，（イ）活性化エネルギー，（ウ）反応エンタルピー(反応熱)， 

   （エ）発熱，（オ）衝突，（カ）可逆，（キ）大きく 
 

問２ (あ), (い), (え), (お) 

 

問３ 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 正反応と逆反応の両方で活性化エネルギーを超える運動エネルギーをも

った分子が存在するため。 

 

問５  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 反応 1 により P と Q が消費されると，ルシャトリエの原理により可逆反

応である反応 2 の逆反応が進む方向に平衡が偏り，結果的に反応 1 の生成

物が優先的に生成することになるため。 

 

問７ 低温側では 2C2H5OH → (C2H5)2O +H2O が起こるが，化学反応式の

両辺に含まれる結合はともに C-H 結合×10, C-C 結合×2, C-O 結合×2, 

O-H 結合×2 で同一であるため。 

 



正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 3／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），工学部（電

子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科），農学部 
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問１   A:  Au,  B:  Al,  C:  Ag, D:  Na ,  E:  Fe, F: Pt  

 

問２   延性・展性が最も大きい金属 Au    電気伝導性が最も大きい金属 Ag 

 

問３   化学反応式  4Na + O2 → 2Na2O 

保存する方法  灯油（石油）中に保存する。 

 

問４     

（１）2Al + 6HCl → 2AlCl3 + 3H2 

（２）2Al + 2NaOH + 6H2O → 2Na[Al(OH)4] + 3H2 

 

問５       

（１）Ag2S 

      （２）Ag2O 

      （３）Ag2O + 4NH3 + H2O → 2[Ag(NH3)2]+ + 2OH-  

 

問６   王水 

 

問７   エテン（エチレン） 

 

問８  （１）Fe2O3 + 3CO → 2Fe + 3CO2  

（２）Fe2O3 + 3H2 → 2Fe + 3H2O 

（３）Fe2O3 の式量 56 × 2 + 16 × 3 = 160 より 

鉄の質量 4/160 × 2 × 56 = 2.8 

水の質量 4/160 × 3 × 18 = 1.35 

（解答）  鉄 2.8 g  水 1.4 g 

 

問９  この元素の原子量は 

(6.0 × 1023) × (2.9 × 10-8)3 × 7.9 × 1/2 = 56.9 

     

この値に最も近い原子量の金属は Fe であるため, Fe と推定される。    

 （解答） Fe 

 



正解・解答例 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 4／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），工学部（電

子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科），農学部 

 

４ 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 

（ア）酢酸ビニル，（イ）アセタール，（ウ）ビニロン 

 

問２ 

 
 

問３ （計算過程） 

1-ペンタノール（C5H12O）の分子量が 88 であるので，220 mg の 1-ペンタノールは

0.0025 mol である。C5H12O を完全燃焼すると，その 5 倍の物質量の CO2（分子量：

44）と，6 倍の物質量の H2O（分子量：18）が生成する。すなわち，生成する質量

は，CO2: 44 g/mol × 5 × 0.0025 mol = 0.55 g = 550 mg；H2O: 18 g/mol × 6 × 0.0025 mol 

= 0.27 g = 270 mg である。 

（解答）二酸化炭素：5.5 × 102 mg；水：2.7 × 102 mg 
 
問４ 

（１）   

（２）  

 

 

 

 



（３）反応式： 

 

（計算過程） 

CO2 の分子量は 44 であるため，220 g の二酸化炭素は 220 g / 44 g/mol = 5.00 mol と

なる。上記の反応式より，反応に使われた化合物 K と発生した二酸化炭素の物質

量は同じ。よって，反応に使われた化合物 K（分子量：102）の質量は，5.00 mol × 

102 g/mol = 510 g となる。 

（解答）5.1 × 102 g 

問５  

（１）D，E，F 

（２）（い），（お） 

 

問６ 

（１） 

  

（２） （計算過程） 
（１）に示した反応より，1.00 mol のナトリウムを含む化合物と 0.50 mol の気体で

ある水素分子が生成する。ナトリウムを含む化合物は分子量 110 であるため，110 
g 得られる。また，モル体積 22.4 L/mol より，水素は 11.2 L 発生する。 

（解答）ナトリウムを含む化合物：1.1 × 102 g；気体：11 L 

 
 

 

 



採点・評価基準(具体的基準) 
教科・科目名  理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 1／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部(数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース)，工学部(電

子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科)，農学部 

出題のねらい 1  コロイドの性質と蒸気圧について，基礎的な理解と応用力を問う。 

問１ コロイドの性質と物質の状態変化について，関連する用語を記述できる

か。 

問２ コロイド粒子の大きさを理解しているか。 

問３ コロイドに関連する用語や物質名を記述できるか。 

問４ コロイド粒子の帯電について理解しているか。 

問５ 蒸気圧と温度変化について理解しているか。 

採点基準 1  配点：25 % 

問１   10 % 

問２   1 % 

問３   （１） 1 % 

（２） 1 % 

問４   （１） 1 % 

（２） 1 % 

問５   （１） 3 % 

（２） 3 % 

（３） 4 % 

 
  



採点・評価基準（具体的基準） 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 2／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），工学部

（電子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科），農学部 

出題のねらい 
 2  化学反応とエネルギーに関する基礎的な事項を理解しているかを問う。ま

た，長文を読解し，複雑な条件を整理してその背景にある事象を単純化して理

解できる応用力についても問う。 

 

問１ 化学反応とエネルギーの関係について，基礎的な用語の科学的意味を理

解しているか。 

問２ 触媒が化学反応に与える影響を多面的に理解しているか。 

問３ 温度変化に伴う分子のエネルギー分布の変化の特徴を理解しているか。 

問４  活性化エネルギーを超えるエネルギーをもつ分子の意味を理解している

か。 

問５ 化学反応とエネルギーの関係について理解しているか。また，複雑な条

件を整理してまとめる応用力を有しているか。 

問６ ルシャトリエの原理を使って，複合的な事象を単純化して説明する思考

力・文章力を有しているか。 

問７ 結合エネルギーと反応エンタルピー（反応熱）の関係について，基礎的

な理解とそれを使いこなす応用力を有しているか。 

 

採点基準  2   配点：25 % 

問１   7 %  

問２   2 %  

問３   4 %  

問４   3 %  

問５   3 %  

問６   3 %  

問７   3 %  

 

 
  



 

採点・評価基準(具体的基準) 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 3／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科，化学科，生物科学科，地球科学科，創造理学コース），工学部（電

子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科），農学部 

出題のねらい 3  金属の性質やその反応性に関する基礎的な知識と応用力を問う。 

問１ 金属ごとに異なる特徴と性質を理解しているか。 

問２ 金属の延性・展性，および，電気伝導性を理解しているか。 

問３ ナトリウムの性質について理解しているか。 

問４ アルミニウムの両性金属としての性質を理解しているか。 

問５ 銀と硝酸との反応性,および,銀イオンの反応性について理解しているか。 

問６ 王水について理解しているか。 

問７ 白金が触媒となる反応について理解しているか。 

問８ 鉄について,反応物と生成物から化学反応式を正しく記述し応用できか。 

問９ 原子量，単位格子，密度，および体積の関係について理解しているか。 

 

 

 

採点基準 3  配点：25% 

問１ 6% 

問２ 2% 

問３ 2% 

問４ （１） 1%  （２） 1% 

問５ （１） 1%  （２） 1%  （３） 1% 

問６ 1% 

問７ 1%   

問８ （１）1%  （２） 1%  （３） 3%  

問９  3% 

 

 

 

 
  



 

採点・評価基準(具体的基準) 
教科・科目名 理科・化学（前期日程試験：令和 7 年度） 4／4 問題番号 R2 

対象学部・ 

学科（課程）等 

理学部（数学科, 化学科，生物科学科，地球科学科, 創造理学コース），工学部（電

子物質科学科，化学バイオ工学科，数理システム工学科），農学部 

出題のねらい ４  有機化合物の基礎的な理解および応用力を問う。 

問１ ビニロンやその合成法に関する基本的な知識を有しているか。 

問２ アルコールの異性体の区別とアルコールの分子内脱水反応の生成物に関

して理解しているか 

問３ 有機化合物の元素分析について, 基本的な計算を理解しているか。 

問４ 第一級アルコールの酸化反応とその生成物に関して理解しているか。 

問５ 第二級，第三級アルコールの酸化反応とその生成物に関して理解してい

るか。 

問６ アルコールとナトリウムの反応に関して理解しているか。 

 

採点基準 ４  配点：25 % 

問１   3 % 

問２   7 % 

問３   2 % 

問４  （１）1 % 

      （２）1 % 

      （３）4 % 

問５  （１）1 % 

      （２）2 % 

問６  （１）1 % 

      （２）3 % 

 

 

 

 


